
詳細は弊社HPをご覧ください。

「日経SDGs経営」約850社のデータを活用し、貴社のSDGs経営をサポートします。

日経SDGs経営 商品資料
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自社の現在地を分析
するための情報

自社の現在地を分析
するための情報

社会的要請へ
対応するための情報

社会的要請へ
対応するための情報

先進性・独自性を
追求するための情報

先進性・独自性を
追求するための情報

評価レポート
サステナビリティ

情報開示支援サービス

３商品を通してSDGs経営判断や社内浸透に必要な情報を提供します。

１ ２ 3

総合レポート



詳細は弊社HPをご覧ください。

分析レポート

商品概要
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評価編

評価レポート 総合レポート
サステナビリティ

情報開示支援サービス

大分類・中分類・小分類ごとに算出さ
れた評価偏差値で示す評価編と調査
の各設問の結果をまとめたデータ編
で構成。

自社の強みと弱み、指定企業との
ギャップを把握し、自社の現在地を把
握し、改善への対応策を検討すること
ができる。

評価編・データ編で自社の現状の分析
と施策導入の優先度を捉えていきなが
ら、情報開示やGX等の社会的な要請
の高いテーマから追加調査結果を分析
できるプレミアム編を収録。

自社の評価結果を把握し、一歩進んだ
SDGs経営に役立つデータを提供する。

SDGs経営の促進にお役立ていただける3商品をご用意しています

サステナビリティ情報開示に特化した
サービス。

調査結果をもとに弊社リサーチャーが
開示状況を評価し、評価分類ごとに自
社の開示の強みと改善ポイントを提案
する。開示の重要項目をまとめた
チェックリストや他社の優良事例等も
収録。

データ編

評価編

プレミアム編

データ編

評価編

サステナビリティに関する
情報開示支援

データ編



詳細は弊社HPをご覧ください。商品詳細

評価編 （50頁程度）

 調査の総評

- 調査の考え方や今後の展望を提示

 調査結果サマリー

 貴社の評価偏差値

- 大分類(分野4項目)

- 中分類(指標18項目)

- 小分類(設問57項目)

 競合他社の平均偏差値（5～10社）

 直近5回分の貴社偏差値の時系列推移
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評価レポート
評価編・データ編で構成。自社のSDGs経営状況を把握し、改善策を検討したり
社会的要請に対応するのに役立ちます。

データ編 （150頁～200頁程度）

 調査のほぼ全設問について、自社および指定
企業の回答結果

 競合他社の取組状況を平均値や社数で表示

 競合他社の取り組み事例（自由回答内容）

データは
サンプル

データは
サンプル

各設問得点に対し
て、一定のテーマの
単位で複数設問を
まとめ上げて単純
合算



詳細は弊社HPをご覧ください。

 サステナビリティに関する情報開示診断

-1.9-3.3

46.2

Ⅰ－1．取組と開⽰のギャップ Ⅰ．サステナビリティに関する情報開⽰診断

2．取組と開⽰のギャップ
開⽰に関する設問と取組に関する設問に分けて偏差値を算出。
総合、SDGs戦略・経済価値、社会価値、環境価値、ガバナンスのそれぞれで、開⽰偏差値から取組偏差値を引いた差を、右側のグラフに表⽰しております。
棒グラフが上に伸びている開⽰の偏差値が取組の偏差値より⾼い分野は、取組に⽐べて開⽰が進んでいることを⽰しております。
⼀⽅で、棒グラフが下に伸びている開⽰の偏差値が取組の偏差値より低い分野は、取組に⽐べて開⽰が進んでおらず、今後開⽰を進めることができる分野といえます。

総合
SDGs戦略
・経済価値 社会価値 環境価値 ガバナンス

貴社偏差値︓取組 49.7 50.5 52.5

-5.1

貴社偏差値︓開⽰ 51.7 58.5 51.6 49.5 41.1
貴社偏差値︓

（開⽰）－（取組） 2.0 8.0 -0.9 1.5

48.0

2.4

59.4

指定企業平均
偏差値︓取組 63.9 63.8 64.0 62.4 56.9
指定企業平均
偏差値︓開⽰ 61.5 60.5 60.9 60.5

指定企業平均偏差値︓
（開⽰）ー（取組） -2.4 -3.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

総合 SDGs戦略
・経済価値

社会価値 環境価値 ガバナンス

貴社偏差値：
（開⽰）−（取組）

指定企業平均偏差値：
（開⽰）ー（取組）

 今後注目の先進トピック

商品詳細
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評価レポートに加え、プレミアム編で構成。社会的な要性が高く、先進的で独自
性の高いテーマに特化して分析するのに役立ちます。

総合レポート

 GX(グリーントランスフォーメーション)

プレミアム編

データは
サンプル

調査の回答から取組と開
示の評価偏差値を算出

開示における進捗度合い
を定量的に診断可能

指定企業との比較も可能

 NIKKEI GXで公開さ
れたGX500ランキング
の詳細*を掲載

 GXに関する取組状況を
掲載

*小分類偏差値

 自然資本

データは
サンプル

アウトプットイメージ

データは
サンプル

 人権

• TNFD動向

• 自社と指定企業の回答結果

• 先進的な開示事例の紹介

• 人権の動向

• 自社と指定企業の回答結果

• 先進的な開示事例の紹介



詳細は弊社HPをご覧ください。

情報開示チェックリスト サステナビリティ情報開示評価

商品詳細
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評価レポートに加え、サステナビリティに関する情報開示支援に特化したサービ
スで構成。開示を丁寧に分析し、自社独自の開示を追求するのに役立ちます。

サステナビリティ情報開示診断

サステナビリティ
情報開示支援サービス

イメージ

分野 ⼤分類 中分類 チェックポイント 必須レベル
SDGs戦略⽅針 イニシアチブ、宣⾔、認定、評価機関スコア認定名 1

参加、宣⾔、認定の時期 1
格付けや評価結果 1
そのイニシアチブや宣⾔、認定を取り⼊れた理由 3

マテリアリティ（該当すればマテリアリティ特定プロセス（課題抽出、優先順位付け、経営の意思決定） 2
マテリアリティ特定年 1
⾒直しの有無 1
達成⽬標年 1
詳細情報へのつながり・アクセス 1

気候変動対策⽅針 事業との関連性 1
企業ビジョンとの関連性 1

戦略（⽬標） 具体性 2
企業独⾃に設定した⽬標の有無 3

戦略（現状分析・進捗）1.Scope1〜３温暖化ガス排出量 1
2.消費電⼒、再⽣可能エネルギー使⽤量（⾃家発電なら発電量なども） 1
3.オフセット状況（クレジット、証書など） 2
4.カバー範囲 2
5.第三者認証 3
1〜5の網羅的な開⽰ 3
図や表などわかりやすい表現での開⽰ 1

シナリオ分析 シナリオの種類 2
1.5℃シナリオ分析の有無 3
複数のシナリオ分析の有無 2

気候変動領域の開⽰脱炭素

〇マテリアリティが明確
✓それに紐づくKPIの開示必要

調査の回答から取組と開示
の評価偏差値を算出

開示における進捗度合いを
定量的に診断可能

指定企業との比較も可能

情報開示の評価ポイントを
リスト化

開示の重点項目を確認

開示の充実度合いの把握
が可能

情報開示チェックリストに基
づいて評価

弊社リサーチャーが評価を
行い、改善ポイントを提示

情報開示を充実させるため
参考となる開示例を提供

貴社独自の情報開示を支援

先進事例を提示

イメージ
-1.9-3.3

46.2

Ⅰ－1．取組と開⽰のギャップ Ⅰ．サステナビリティに関する情報開⽰診断

2．取組と開⽰のギャップ
開⽰に関する設問と取組に関する設問に分けて偏差値を算出。
総合、SDGs戦略・経済価値、社会価値、環境価値、ガバナンスのそれぞれで、開⽰偏差値から取組偏差値を引いた差を、右側のグラフに表⽰しております。
棒グラフが上に伸びている開⽰の偏差値が取組の偏差値より⾼い分野は、取組に⽐べて開⽰が進んでいることを⽰しております。
⼀⽅で、棒グラフが下に伸びている開⽰の偏差値が取組の偏差値より低い分野は、取組に⽐べて開⽰が進んでおらず、今後開⽰を進めることができる分野といえます。

総合
SDGs戦略
・経済価値 社会価値 環境価値 ガバナンス

貴社偏差値︓取組 49.7 50.5 52.5

-5.1

貴社偏差値︓開⽰ 51.7 58.5 51.6 49.5 41.1
貴社偏差値︓

（開⽰）－（取組） 2.0 8.0 -0.9 1.5

48.0

2.4

59.4

指定企業平均
偏差値︓取組 63.9 63.8 64.0 62.4 56.9
指定企業平均
偏差値︓開⽰ 61.5 60.5 60.9 60.5

指定企業平均偏差値︓
（開⽰）ー（取組） -2.4 -3.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

総合 SDGs戦略
・経済価値

社会価値 環境価値 ガバナンス

貴社偏差値：
（開⽰）−（取組）

指定企業平均偏差値：
（開⽰）ー（取組）

データは
サンプル



詳細は弊社HPをご覧ください。商品活用イメージ
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SDGs経営推進に向けた商品活用イメージ

評価編 データ編

自社の
SDGs経営

を推進

重要テーマに特化して
分析

プレミアム編
サステナビリティ情報
開示支援サービス

• 見直し

• 対策立案

• 社内浸透

• 情報開示 etc.

自社内

さらに先進性と独自性を追求

AND/
OR

＋α

自社の強みと弱みを特定
施策単位で改善を

具体的に検討

自社ならではの開示を
追求

大分類→中分類→小分類
とブレイクダウンしながら、

業界・他社と比較

各設問の回答状況を
業界・他社と比較

情報開示、GX、自然資本、
人権の４観点を深堀り

開示の重点項目を理解し
開示をブラッシュアップ



詳細は弊社HPをご覧ください。商品ラインアップ

概要納期価格（税別）分析レポート

・評価編
・データ編

最短10営業日55万円評価レポート

・評価編
・データ編
・プレミアム編

最短10営業日75万円総合レポート

・評価編
・データ編
・サステナビリティに関する情報開示診断

最短20営業日１０5万円
サステナビリティ
情報開示支援サービス
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概要価格（税別）オプション

評価・総合レポートの内容について、別途報告会資料を作成し、
ご説明いたします
所要時間は60～90分（Q＆Aを含む）
レポートのご納品から10営業日以降で開催
※訪問またはオンラインで実施、首都圏外への訪問の場合は別
途交通費をいただきます

30万円報告会

日経SDGs経営にご回答いただいていない場合は、レポートの
作成のために調査票にご回答いただく必要があります20万円新規測定

レポートの指定企業を2グループに増やすことができます
※指定企業の選択によっては、承れない場合がございます20万円指定企業追加パターン

※サステナビリティ情報開示支援サービスにプレミアム編のみを追加でご購入の場合、＋20万円（税別）
※サステナビリティ情報開示支援サービスのレポートに基づく報告が必要な場合、＋10万円（税別）



詳細は弊社HPをご覧ください。お問い合わせ先
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〒101-0047 東京都千代田区内神田2-2-1 鎌倉河岸ビル
URL：http://www.nikkei-r.co.jp

SDGs経営調査 事務局

03-5296-5198n_sdgs@nikkei-r.co.jp

https://service.nikkei-r.co.jp/service/sdgs/sdgs-management

問い合わせ対応時間：平日 10：00～12：30/１３：３０～18：30


